
 

 

第７回 

ほどがや健康塾 
「これで安心、最前線のケアシステム」 

住み慣れた地域で安心して暮らしていくために、病院・診療所ができること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時： 平成 27年 11月 15日（日）午後 13時～14時 30分（開場 12時） 

      ※12時から 13時まで 受付前ロビーで各種健康診断機器のデモを実施します 

場 所： 保土ケ谷公会堂講堂 保土ケ谷区星川 1-2-1 

参加費： 無料（先着 500名さま：車いす席あり） 

 

講演１「保土ケ谷区における地域包括ケアシステムの推進について 

         保土ケ谷区福祉保健センター センター長 桃井 宏之 様 

  講演２「保土ケ谷区医師会が推進する在宅医療連携拠点と在宅医療相談室について」 

                          保土ケ谷区医師会 清水 哲平 先生 

  パネルディスカッション 

     「住み慣れた地域で安心して暮らしていくために～病院・診療所ができること～」 

     ・座長 横浜市保土ケ谷区医師会     副会長   浅井 俊弥 先生 

     ・パネラー ・保土ケ谷区医師会     常任理事  清水 哲平 先生 

           ・横浜保土ケ谷中央病院   院長    後藤 英司 先生 

           ・聖隷横浜病院       院長    林  泰広 先生 

           ・横浜市立市民病院     病院長   石原  淳 先生 

 

主催：保土ケ谷区医師会 後援：保土ケ谷区役所・保土ケ谷区薬剤師会 

 超高齢社会を迎える中で、すべての住民に、医療・介護を含めた質のよいケアを、地域

全体で提供していくことを目的とする、地域包括ケアシステムの実現が求められています。 

保土ケ谷区ではいち早く、今年から病院と病院の連携、在宅医療相談室の立ち上げなど、

これらの課題に取り組んでいます。 

 平成 27年度「ほどがや健康塾」は、病院・診療所が連携し、区民の皆さまが、住み慣れ

た地域で安心して暮らせていくための「新しいシステム」をご紹介する機会としました。 

 たくさんのことが学べます。ふるってご参加ください。 

 


